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■

神奈川県川崎市多摩区菅仙谷３－７－７

事業所は小田急線「読売ランド前」駅からバスで「菅高校前」下車、徒歩約5分の高
台の閑静な住宅街にあります。法人は介護事業全案にわたって、全国に事業所を展
開しています。
＜優れている点＞
「ひとりひとりの輝き」の理念のもと、朝の挨拶に始まり、利用者一人ひとりに対
して一対一の場を努めて多く作って丁寧に接しています。服選びや食べ物など、小
さなことでも利用者が選択する場面を多く作ることで、本人の意思尊重と自立支援
につなげています。地域との関係においては、オレンジカフェの主催や地域会議、
多摩区のプロジェクトに参加しています。事業所農園の収穫祭に地域住民が参加す
るなど、地域との付き合いを継続しています。組織運営面では、日頃からユニット
間の交流があるため、繁忙時にはお互いに助け合うなどチームワークが良くできて
います。隣接する小規模多機能との交流も活発です。職員育成については、マイス
ター制度に基づき入社時点からシステム的な教育を行い、専門性の向上を図ってい
ます。
＜工夫点＞
手芸や園芸などの職員の特技を活動に反映させ、利用者と共に作品制作や栽培を行
うことで、利用者の意欲と役割を引き出しています。外出が難しい際も、館内の作
品を観光地に見立ててバスガイドを演じるなど、柔軟な発想で日常の活気を生み出
しています。また、家族の参画を促し、本人と家族が穏やかに交流できる機会を作
ることで、大切な絆を維持し深める支援につなげています。

認知症対応型共同生活介護

ヒューマンライフケア菅仙谷グループホームは近くにスーパーや各種医院や木々の色や香り
から四季を感じられる公園があり緑豊かな環境に恵まれた施設です。買い物や散歩などの外
出、外でのお茶会を積極的に行いご利用者の大きな楽しみになっています。月1回のイベン
ト、月2回の訪問パン屋も選んで食べる楽しみの1つとなっています。職員はコミュニケー
ション、チームワークを大切と考え理念に基づいて『ひとりひとりに合わせたケア・輝きを
忘れさせない』の実践に努めています。毎月変わる季節に合わせた壁紙作りを利用者、職員
と一緒に器用な手で巧みに作品を創っています。リビングや廊下、階段壁に掲げて、家族や
来訪者の楽しみとなっています。ご家族宛の毎月のお便りにも日頃の様子、表情、が分かる
ように力を入れて大切な交流の機会として取り組み続けております。職員間の信頼関係も厚
く、職員全員がチームワークよく穏やかな日常生活を支援をしています。国家資格の取得支
援のほか法人独自の社内資格認定制度が確立しています。職員全員日常業務を遂行しながら
研鑽に励みより高度な知識の習得やスキルアップなど人材育成、サービスの質の向上に取り
組んでいます。近隣のスポーツセンターにて地域との交流を目標に月2回のオレンジカフェに
も力を入れています。

1495400358

ヒューマンライフケア　菅仙谷グループホーム
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

2025（令和7）年度

自己評価及び外部評価結果

事業の開始年月日 平成26年12月1日 株式会社フィールズ
事 業 所 番 号

指 定 年 月 日 平成26年12月1日 251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 藤沢トーセイビル３階

Ⅴ アウトカム項目 56 ～ 68

自己評価項目

Ⅰ 理念に基づく運営  1 ～ 14

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

評価項目の領域

ヒューマンライフケア　株式会社
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和8年2月3日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 23 ～ 35

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 36 ～ 55

）

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 15 ～ 22

令和7年9月1日
評 価 結 果
市町村受理日

令和8年3月2日
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 〇 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 ヒューマンライフケア　菅仙谷グループホーム

 ユニット名 菅仙谷グループホーム　1階

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）
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ヒューマンライフケア菅仙谷GH　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

事業所の理念『一人ひとりの輝きを忘れ
させない』『サービス事業者である事を
自覚する』を基に職員の行動指針を作成
しています。ミーティングだけでなく
日々の話し合いで行動指針やケアプラン
に沿って支援しているかの振り返りをし
ています。

近所のお店に散歩を兼ねた生活用品など
の買い物や近所の人と挨拶を交わし、庭
先のお花を見せていただいたり、地域会
議に参加してます。訪問パン屋も社会貢
献の一つです。開催するオレンジカフェ
にも参加し交流に参加しています。

1ヶ月に１回近隣のスポーツセンターにて
オレンジカフェを開催しております。地
域包括、ご家族、民生委員、近隣の方々
に声を掛けたりチラシをお配りして参加
していただき認知症の方との交流や意見
交換をしてたり相談時間を設けておりま
す。

２ヶ月に１回開催しております。町内会
長、地域包括、ご家族、民生委員声に参
加していただき活動状況、運営状況の意
見交換をして運営に活かしております。

日頃から行政とは運営状況の報告や困難
事例の相談など連携を図っています「地
域プロジェクト」に参加し、高齢施設以
外にも障害者施設・保育園などとの交流
機会を大切にしています。

複数の地域包括支援セ
ンターが出席していま
す。今後はさらに、町
内会や民生委員など地
域住民の視点を持つ
方々の参加が期待され
ます。

「一人ひとりの輝き」を目指して支援をしていま
す。職員は全ての利用者に対して朝の挨拶から始
まり、一対一の会話に努め、常に声かけを心がけ
ています。どのふりかけにするかといった日常の
小さなことでも、職員は本人が決める場面を多く
作るよう努めており、利用者の自己決定の尊重と
満足感の向上につなげています。

近隣のスポーツセンターで「オレンジカフェ」を
主催し、利用者、家族、職員が地域住民と共に、
体操や民謡、コーヒーの提供を通じた交流に参加
しています。事業所農園の収穫祭では、地域住民
を招いて収穫物を用いた調理や食事を共にする機
会を設けています。また、菅高校の体育祭や文化
祭の見学を実施し、多世代との接点を持つことで
社会とのつながりを維持しています。

運営推進会議には、最大で3ヶ所の地域包括支援セ
ンターが参加するほか、隣接する小規模多機能型
居宅介護や家族、法人のエリア長、ブロック長が
出席しています。会議では、行事の実施状況や日
常支援におけるトピックスを報告しています。参
加者からは、オレンジカフェの活動や、レクリ
エーションにおいて職員と共に活動する様子につ
いて、生活の活気を引き出しているとの評価を得
ています。
介護保険業務において多摩区役所高齢障害課と連
携し、生活保護受給者の支援については保護課と
の協力体制を整えています。また「地域プロジェ
クト」に参加することで、他の福祉事業所との情
報交換や交流を図っています。全国最大規模であ
る菅町内会の防災部会をはじめとした各種活動に
も参画し、地域活動を通じた連携を深めていま
す。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア菅仙谷GH　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束の研修は、年間計画で、季節の
変わり目の精神的変化がある6、9、12、3
月の開催を決めています。一人ひとり個
別に研修終了の確認もしています。日頃
から声掛けの大切さを職員に伝え医療と
の連携、家族への連絡も早め早めにして
「行動指針」に沿って行っています。身
体拘束を行ったことはありません。

虐待防止の研修を年回開催し、全職員対
象で動画と「チェックシート」の理解度
確認行っています。気になる点・要望が
あれば管理者やブロック長が参加する委
員会で協議しています。スピーロックに
気を付けています。安心カメラを4年前に
設置し、利用者も職員も守れるように努
めています。

必要なご利用者に安心センターの利用や
成年後見人制度の利用が出来るように行
政と協力し推進していきます。

入居、退去には十分な時間をとり説明し
ております。社内での研修もあります。
退去時には転居先からの相談にもお応え
し安心していただけるように努めていま
す。

家族の声を聞くことを最重要視し、直接
電話で意見や要望を聞いています。通院
が家族でできない場合は職員がつきそい
を行います。ご家族と相談しながら外
泊、外出も行っています。

入眠剤の使用については、ドラッグロックになら
ないよう提携医の指示通りに使用しています。利
用者の急な動作に対しても、否定的な言葉を避け
「どうしました？」といった受容的な声掛けを
行っています。また、不適切と思われる対応が
あった際は、職位に関わらず率直に話し合い、
チームで適切な方法を検討する体制を整えていま
す。

虐待防止に関する定期的な研修と自己チェックを
実施し、知識の習得と自身の関わりの確認を行っ
ています。ネグレクトなどの発生要因となり得る
職員の精神状態や体調の変化を把握するため、拠
点長が毎朝の挨拶の際に職員の様子を確認してい
ます。また、支援において困難な場面が生じた際
は、対応職員を交代するなど、チームで状況を調
整することで、不適切なケアの発生を防ぐ体制を
整えています。

運営推進会議や行事の際だけでなく、体調の変化
や投薬変更に伴う連絡時など、日々の様々な場面
で家族の意見や要望を聴き取っています。実施し
た家族アンケートの結果は職員間で共有し、日常
の支援内容の改善に活用しています。また、家族
からの差し入れについては、本人の意向を尊重し
つつも、餅類など誤嚥のリスクがある物について
は事情を説明して断るなど、安全を最優先に考え
た対応を行っています。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア菅仙谷GH　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

管理者は、日々の業務時間帯に自由に意
見や相談がしやすい環境に努めていま
す。夜勤者にも「24時間何時で相談OK」
と伝えており、休暇の希望も叶え、職員
は管理者が自分達を守ってくれていると
感じ、心の支えになっています。4月、10
月の年2回、個人面談をしています。介護
技術の向上に対する相談など、前向きな
姿勢の職員が多くいます。

職員の目標管理や人事評価面談は年2回管
理者が行っています。S・A・B・C・Dの5
段階評価で適正な評価基準を整備してい
ます。また各自が上位資格を目指してス
キルアップ出来るよう、法人全体
で外部研修の受講奨励や、永年勤続者に
は特別な休暇が与えられるなどの仕組み
が整っています。

法人による年間の充実した研修計画を実
施知っています。国家資格取得の支援や
法人独自の認定資格制度があります。新
入社員から管理者など各課程の研修を通
して昇進、昇格の制度があり、職員の人
材育成やモチベーションの向上にも繋
がっています。

地域プロジェクトの参加や近隣の施設と
の意見交換をして運営に活かしていま
す。

契約前のアセスメントでは相談員との
話、ご本人、ご家族などの十分な時間を
確保してお話しています。安心していた
だけるようにしています。

拠点長が上下関係を意識させないよう配慮するこ
とで、職員が自由かつ活発に発言し、行動できる
環境を維持しています。各種行事の企画運営や共
用空間の装飾、農園での栽培活動などにおいて、
職員はそれぞれの能力を発揮しています。こうし
た創意工夫による取り組みは、職員自身の達成感
や利用者と共に喜ぶ経験につながり、前向きな運
営を推進する力となっています。

職員の体調や家庭事情を勘案し、個々の希望を取
り入れた柔軟なシフト編成を行っています。法人
独自のマイスター制度を活用することで、職員が
自身の将来像やキャリアパスを明確に描ける仕組
みを運用しています。また、組織において最も重
要である人間関係については、管理職を含めた職
員同士が素直に話し合える雰囲気づくりを大切に
し、互いに支え合える職場環境の維持に努めてい
ます。

KAIGOマイスター制度により資格取得と報酬の関係
を明示し、ステップアップのためのモデルマップ
を明確に提示しています。習得に相互の協力が必
要な実技研修については、2〜3人のチームを組ん
で取り組めるよう管理者が業務調整の配慮を行っ
ています。また、外国人職員に対しても、ベー
シック研修を受講できるレベルへの到達を目指
し、個別の状況に合わせたOJTプランを実施して着
実な成長を支援しています。
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部
評
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

契約前のアセスメントでは相談員との
話、ご本人、ご家族などの十分な時間を
確保してお話しています。安心していた
だけるようにしています。

何度もカンファレンスをしています。

畑作りやぬか漬けなどの知識をご利用者
から頂き一緒に作業行ったりしている。

ご家族と連絡を取る機会を多くもってお
ります。毎月のお便りも大切な交流の機
会としています。報告、連絡、相談を行
い、情報共有し安心していただけるよう
に努めています。

昔馴染みの喫茶店を再現した音楽に珈琲
を楽しまれたり、懐かしの映画鑑賞をし
て喜んでいただいています。能力に応じ
て手紙や新聞を利用して読み書きを思い
出す支援しています。同じ団地に住んで
いた人や昔の友人など家族の了承を得た
うえで、定期的に事業所に来訪し、楽し
い時を過ごしています。

以前住んでいた団地の友人の訪問が継続してお
り、馴染みの関係が保たれています。赤ちゃん連
れの訪問は、本人だけでなく利用者全体に大きな
活気と喜びをもたらしています。動物を連れた来
訪も歓迎し、趣味の編み物を続ける人や、好物の
ノンアルコールビールを楽しむ人など、これまで
の習慣や嗜好を尊重した過ごし方を支えていま
す。また、元職員がキーボードを持参して歌のボ
ランティアに訪れるなど、縁を大切に守り、つな
げる取り組みを実践しています。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア菅仙谷GH　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

食堂の座席を工夫したり、1，2階フロ
アーに遊びに行ったり、隣接する宿のご
利用者との交流もしています。

退去後の経過などの相談、支援に努めて
います。

管理者は「利用者に対する声掛けが最も
大事である」と考えています。職員へ
は、一日に5分で良いから顔の表情をよく
見て話をすること、居室や夜勤時、散歩
に誘うなどで一対一になる機会をつく
り、利用者一人ひとりに合わせて話をす
ることを大切にし、『「ありがとう」が
飛び交う、魅力ある介護の仕事を、働く
意欲にしてほしい』と伝えています。

アセスメント、日々でのコミュニケー
ション中で生活歴を把握、入居後もご本
人、ご家族とも話し把握に努めていく

バイタル測定、排泄、食事、水分、記
録、申送り、職員同士の気づいたことを
共有して全職員で把握に努めている。

1日に5分から10分でも個別に話を傾聴する時間を
設け、利用者が「この人に話したい」と思える信
頼関係を築いています。聴取した内容は申し送り
や口頭で共有し、職員全員が利用者へ同じ対応を
とるように心掛けています。また、言葉や表情で
思いを表すことが難しい場合でも、共に過ごした
時間を振り返り、その思いを汲み取るように努め
ています。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

入居時に利用者、家族と話し合い自立に
向けたケアプランを作成します。その後
日々の記録などを参考にアセスメントを
行い家族、職員、関係者の意見を出し合
い本プランを作成しています。状態にへ
んかがあればその都度ケアプランの変更
をしています。

介護記録、健康管理チェック、申送り、
カンファレンスシートを活用する事によ
り情報共有しています。

介護記録、健康管理チェック、申送り、
カンファレンスシートを活用する事によ
り情報共有しています。

介護記録、健康管理チェック、申送り、
カンファレンスシートを活用する事によ
り情報共有しています。

現在は利用者全員が家族の同意を得て、
事業所の協力医をかかりつけ医とし、月2
回の訪問診療を受けています。緊急時に
備えて24時間オンコール体制をとってい
ます。看護師が週1回来訪し、健康管理や
医療面での助言を職員に行い、情報共有
をしています。

利用者と家族の絆を大切にし、家族の意向や希望
をケアプランに反映させています。サービス担当
者会議には家族の参加を促し、利用者を共に支え
ていく協力関係を築いています。また、利用者本
人、家族、職員、医療機関から多角的に意見を聴
取することで、利用者の「今」の全体像を捉え、
個々の状況に即した適切な計画作成とモニタリン
グを実践しています。

協力医療機関を市町村に届け出ており、月2回の定
期訪問診療に加えて、月1回医師、管理者、職員を
交えた連携会議を行い、利用者状況を共有してい
ます。利用者の状態に変化が見られた際は、医師
から家族に電話で説明を行うほか、管理者が家族
と医師の仲立ちをして調整を図るなど、安心でき
る連携体制を築いています。また、定期的な血液
検査や体重測定を行い、継続的な健康管理に努め
ています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

週一回協力医療機関の看護師による健康
チェック、適切な処置指導を受けていま
す。

医療機関と密に連携をとり情報共有、交
換に努めています。入院時には情報提供
書を発行し、退院時にはカンファレンス
に参加している。

入居時に「重度化対応及び看取りケアに
対する指針」で説明をしています。医師
の判断により重度化した場合は話し合い
を重ね、「意思確認書」で家族の要望を
反映しています。状態に変化があるたび
医療関係者、職員は方針を共有し最善の
方法で最期が迎えられるようにしていま
す。

フローの確認や日々の実践。研修行って
おります。

年2回避難訓練をしています。利用者も参
加してビデオ学習でキッチンからの出火
の初期消火訓練をしています。地震に備
えて家具類の転倒防止対策をしていま
す。近隣に住む職員が多く、連絡網を作
成し緊急時に備えています。BCP(業務継
続計画)作成し、研修を行っています。

利用者と職員は「人生の最期をどこで、どのよう
に迎えたいか」を、リビングでの日常会話の中で
自然に語り合っています。職員は、一人ひとりの
様々な思いを傾聴し、家族が来訪した際にその内
容を伝えています。契約時に看取り指針を説明し
た後も、状態が変化する都度、揺れ動く利用者と
家族の気持ちに寄り添い、繰り返し話し合いを重
ねることで、方針の共有と支援を行っています。

避難訓練の際、利用者から「若い者が先に逃げて
ね」という言葉をかけられた経験を通じ、職員は
訓練の大切さと命を預かる重みを再認識していま
す。BCP（業務継続計画）の研修では、情報の入手
方法や緊急連絡先、近隣にある井戸の場所などを
具体的に確認しています。また、地域との協力体
制を深める一歩として、備蓄食品を活用したロー
リングストック食事会に近隣住民を招待する計画
を立てるなど、日常からの防災意識の向上に努め
ています。

現状、訓練への地域参
加はありませんが、継
続的な呼びかけは次な
るステップへの大切な
布石です。今後も地域
への働きかけを絶やさ
ず、地域と共に備える
体制づくりを継続して
いくことが望まれま
す。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

入職時やその後も人格の尊重、接遇を研
修などで学んでいます。利用者とコミュ
ニケーションを多く取り、どういう言葉
掛けをしたら安心したか、失敗したかの
具体例を職員間で共有しています。誇り
や意向を尊重することで、安心して、穏
やかに過ごすことが出来ています。

日常生活のあらゆる場面での選択肢を増
やしてご本人の自己決定を促していま
す。

居室やフロアだけでなくお散歩や違うフ
ロアの方、隣接する宿へお友達に会いに
ご本人の希望に沿っての支援をしてい
る。

２か月に一回訪問理美容を利用していま
す。日用品必要な時はお買い物にも行き
ます。

献立と食材は業者委託ですが、見た目良
く食事が楽しめるように職員が工夫して
います。庭で収穫したピーマン、しそ等
も彩りを添えています。

利用者との会話や傾聴を通じて、職員は「利用者
の人生の大半を知らない」ことを自覚していきま
す。だからこそ「きちんとその人を理解して支援
したい」との思いを深め、長い年月を経てきた年
長者への尊敬の念に基づいた対応が実現していま
す。事業所では、利用者と職員が共に心豊かな時
間を創り出しています。

食事への希望や要望を尋ねると、利用者は活き活
きとした表情を見せます。夏祭りの「菅仙谷弁
当」での焼きそばやフランクフルト、日常のうど
んの具材やサラダのメニューなどについて、言葉
数多く豊かに語り合っています。また、訪問パン
屋で購入したパンが翌朝の食卓を飾るなど、五感
で食の楽しみを満喫できる環境を整えています。
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ヒューマンライフケア菅仙谷GH　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

一人ひとりに合わせた形態を医療関係者
やご家族、本人と連携して提供していま
す。

週一回の歯科の指導のもと一人ひとりに
合わせて口腔ケアをしています。

定時誘導の他、仕草などを見逃さないよ
うにし、言葉かけを工夫して誘導してい
ます。失敗時は自尊心に配慮し、周囲に
気づかれないようにしています。トイレ
迄の歩行や下着の着脱など残存能力を見
極めて必要な介助を行っています。

一人ひとりの状態に合った運動をしてい
ます。

希望を取り入れて週に2回以上入浴をして
います。機械浴が必要な利用者数名は職
員の負担を考え併設の小規模多機能の風
呂を利用して安全に入浴をしています。
浴槽の湯は利用者ごとに取り替え、
それぞれ好みの入浴剤で全員が一番風呂
を楽しんでいます。

利用者が「自分のいつもの手順」で動作を行い、
「すっきりした」という身体感覚を得られるよ
う、一人ひとりに合わせた見守りや介助を行って
います。介助過多にならないよう注意を払い、自
分でできたという自信や達成感につなげていま
す。また「トイレ」という言葉を直接使わず「空
きましたよ」「行きましょうか」と誘い方を工夫
し、成功例を職員間で共有することで、自立支援
の質の向上に努めています。

浴槽のまたぎ越しが難しくなった利用者にはシャ
ワー浴で対応したり、職員2名で介助にあたったり
するなど、利用者一人ひとりに応じた支援をして
います。入浴に対して消極的な人には「手伝いま
すよ」と柔らかくささやくように声をかけ、心理
的な負担を軽減しながら誘導しています。また、
入浴日を固定することで「月曜日だから入浴の
日」と習慣づけにつながる利用者もおり、個々の
生活リズムに合わせた配慮をしています。
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ヒューマンライフケア菅仙谷GH　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

ご本人の状況に合わせて入床を促してい
ます。夜間のふみんにたいしては医師と
相談して対応しています。

医療機関と密に連携をとり情報共有、交
換に努めています。薬の変更などの際に
は医師よりご家族に連絡しています。

お当番表、曜日でお掃除など役割を決め
ています。利用者から食べたいものを募
り特別メニューも楽しみの一つとなって
います。

利用者の意向を受けて外出支援に積極的
に取り組んでいます。日常的に施設周辺
の散歩に行き季節のにおいを感じたり日
光浴しています。生活用品の買い物に出
かける利用者も数名います。

ご本人が何が欲しいのか選ぶ基準や一連
の行動を確認、見守りしながら支援して
います。訪問パン屋も支援のひとつで
す。

職員配置に余裕がある時は、10分程度の短時間で
も利用者を散歩に誘っています。戸外の空気や風
に触れることが、利用者の気分転換や心身のリフ
レッシュにつながっています。スーパーで自ら選
んだ惣菜を夕食の副菜に添えるといった試みは、
日々の暮らしに主体的な変化を生み、生活の質を
高める大切なワンポイントとなっています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご本人の希望により対応しています。月
一回お便りと一緒に一言書いておくった
りもしています。

殆どの利用者は掃除が行き届いた明るい
リビングで日中を過ごしています。職員
は1日5分位利用者と1対1で会話を楽しん
でいます。職員と利用者の共同作品であ
る立体的な壁飾りを制作し、季節を
感じてもらっています。2階に上がる階段
の壁面には今までの作品が飾られ家族や
来訪者から好評を得ています。

テーブル、ソファーの配置に工夫してい
ます。

使い慣れた物や思い出の写真などを持ち
込み、家族と相談しながら在宅で暮らし
ていた時に近い配置にし、環境の変化に
よるダメージを軽減するようにしていま
す。職員が掃除やリネン交換をしていま
すが、できる利用者は一緒に手伝ってい
す。

各居室のお名前を見やすくしたりトイレ
表示も分かりやすく生活動線の確保行
い、自立した生活が送れるように工夫し
ています。

職員手作りの神輿や鳥居が事業所のシンボルとし
て設置され、利用者と共に制作した完成度の高い
壁飾りが、リビングや廊下の雰囲気を活気づけて
います。あわせて、温度湿度の調整や行き届いた
掃除、定期的な床消毒などの衛生管理を徹底し、
健やかな生活環境を維持しています。また、カー
テンの開閉を自身の役割として担う利用者もお
り、日々の生活の中で主体性を持って過ごせるよ
う配慮しています。

居室の表札は、顔写真の使用や平仮名表記を取り
入れることで、利用者の判別を容易にするととも
に、外国籍職員も含めた全職員が確実に名前を把
握できる工夫をしています。室内には家族写真や
手作りの品など、その人のこれまでの生活を物語
る私物を大切に配置し、個人の歩みを尊重する場
としています。床にマットを敷いてくつろぐな
ど、画一的な生活習慣を押し付けず、利用者が自
身の好みのスタイルで過ごせる環境を維持してい
ます。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 〇 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

 事業所名 ヒューマンライフケア　菅仙谷グループホーム

 ユニット名 菅仙谷グループホーム　2階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）
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ヒューマンライフケア菅仙谷GH　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

事業所の理念『一人ひとりの輝きを忘れさ
せない』『サービス事業者である事を自覚
する』を基に職員の行動指針を作成してい
ます。ミーティングだけでなく日々の話し
合いで行動指針やケアプランに沿って支援
しているかの振り返りをしています。

近所のお店に散歩を兼ねた生活用品などの
買い物や近所の人と挨拶を交わし、庭先の
お花を見せていただいたり、地域会議に参
加してます。訪問パン屋も社会貢献の一つ
です。開催するオレンジカフェにも参加し
交流に参加しています。

1ヶ月に１回近隣のスポーツセンターにて
オレンジカフェを開催しております。地域
包括、ご家族、民生委員、近隣の方々に声
を掛けたりチラシをお配りして参加してい
ただき認知症の方との交流や意見交換をし
てたり相談時間を設けております。

２ヶ月に１回開催しております。町内会
長、地域包括、ご家族、民生委員声に参加
していただき活動状況、運営状況の意見交
換をして運営に活かしております。

日頃から行政とは運営状況の報告や困難事
例の相談など連携を図っています「地域プ
ロジェクト」に参加し、高齢施設以外にも
障害者施設・保育園などとの交流機会を大
切にしています。
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ヒューマンライフケア菅仙谷GH　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束の研修は、年間計画で、季節の変
わり目の精神的変化がある6、9、12、3月
の開催を決めています。一人ひとり個別に
研修終了の確認もしています。日頃から声
掛けの大切さを職員に伝え医療との連携、
家族への連絡も早め早めにして「行動指
針」に沿って行っています。身体拘束を
行ったことはありません。

虐待防止の研修を年回開催し、全職員対象
で動画と「チェックシート」の理解度確認
行っています。気になる点・要望があれば
管理者やブロック長が参加する委員会で協
議しています。スピーロックに気を付けて
います。安心カメラを4年前に設置し、利
用者も職員も守れるように努めています。

必要なご利用者に安心センターの利用や成
年後見人制度の利用が出来るように行政と
協力し推進していきます。

入居、退去には十分な時間をとり説明して
おります。社内での研修もあります。退去
時には転居先からの相談にもお応えし安心
していただけるように努めています。

家族の声を聞くことを最重要視し、直接電
話で意見や要望を聞いています。通院が家
族でできない場合は職員がつきそいを行い
ます。ご家族と相談しながら外泊、外出も
行っています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

管理者は、日々の業務時間帯に自由に意見
や相談がしやすい環境に努めています。夜
勤者にも「24時間何時で相談OK」と伝えて
おり、休暇の希望も叶え、職員は管理者が
自分達を守ってくれていると感じ、心の支
えになっています。4月、10月の年2回、個
人面談をしています。介護技術の向上に対
する相談など、前向きな姿勢の職員が多く
います。

職員の目標管理や人事評価面談は年2回管
理者が行っています。S・A・B・C・Dの5段
階評価で適正な評価基準を整備していま
す。また各自が上位資格を目指してスキル
アップ出来るよう、法人全体
で外部研修の受講奨励や、永年勤続者には
特別な休暇が与えられるなどの仕組みが
整っています。

法人による年間の充実した研修計画を実施
知っています。国家資格取得の支援や法人
独自の認定資格制度があります。新入社員
から管理者など各課程の研修を通して昇
進、昇格の制度があり、職員の人材育成や
モチベーションの向上にも繋がっていま
す。

地域プロジェクトの参加や近隣の施設との
意見交換をして運営に活かしています。

契約前のアセスメントでは相談員との話、
ご本人、ご家族などの十分な時間を確保し
てお話しています。安心していただけるよ
うにしています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

契約前のアセスメントでは相談員との話、
ご本人、ご家族などの十分な時間を確保し
てお話しています。安心していただけるよ
うにしています。

何度もカンファレンスをしています。

畑作りやぬか漬けなどの知識をご利用者か
ら頂き一緒に作業行ったりしている。

ご家族と連絡を取る機会を多くもっており
ます。毎月のお便りも大切な交流の機会と
しています。報告、連絡、相談を行い、情
報共有し安心していただけるように努めて
います。

昔馴染みの喫茶店を再現した音楽に珈琲を
楽しまれたり、懐かしの映画鑑賞をして喜
んでいただいています。能力に応じて手紙
や新聞を利用して読み書きを思い出す支援
しています。同じ団地に住んでいた人や昔
の友人など家族の了承を得たうえで、定期
的に事業所に来訪し、楽しい時を過ごして
います。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

食堂の座席を工夫したり、1，2階フロアー
に遊びに行ったり、隣接する宿のご利用者
との交流もしています。

退去後の経過などの相談、支援に努めてい
ます。

管理者は「利用者に対する声掛けが最も大
事である」と考えています。職員へは、一
日に5分で良いから顔の表情をよく見て話
をすること、居室や夜勤時、散歩に誘うな
どで一対一になる機会をつくり、利用者一
人ひとりに合わせて話をすることを大切に
し、『「ありがとう」が飛び交う、魅力あ
る介護の仕事を、働く意欲にしてほしい』
と伝えています。

アセスメント、日々でのコミュニケーショ
ン中で生活歴を把握、入居後もご本人、ご
家族とも話し把握に努めていく

バイタル測定、排泄、食事、水分、記録、
申送り、職員同士の気づいたことを共有し
て全職員で把握に努めている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

入居時に利用者、家族と話し合い自立に向
けたケアプランを作成します。その後日々
の記録などを参考にアセスメントを行い家
族、職員、関係者の意見を出し合い本プラ
ンを作成しています。状態にへんかがあれ
ばその都度ケアプランの変更をしていま
す。

介護記録、健康管理チェック、申送り、カ
ンファレンスシートを活用する事により情
報共有しています。

介護記録、健康管理チェック、申送り、カ
ンファレンスシートを活用する事により情
報共有しています。

介護記録、健康管理チェック、申送り、カ
ンファレンスシートを活用する事により情
報共有しています。

現在は利用者全員が家族の同意を得て、事
業所の協力医をかかりつけ医とし、月2回
の訪問診療を受けています。緊急時に備え
て24時間オンコール体制をとっています。
看護師が週1回来訪し、健康管理や医療面
での助言を職員に行い、情報共有をしてい
ます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

週一回協力医療機関の看護師による健康
チェック、適切な処置指導を受けていま
す。

医療機関と密に連携をとり情報共有、交換
に努めています。入院時には情報提供書を
発行し、退院時にはカンファレンスに参加
している。

入居時に「重度化対応及び看取りケアに対
する指針」で説明をしています。医師の判
断により重度化した場合は話し合いを重
ね、「意思確認書」で家族の要望を反映し
ています。状態に変化があるたび医療関係
者、職員は方針を共有し最善の方法で最期
が迎えられるようにしています。

フローの確認や日々の実践。研修行ってお
ります。

年2回避難訓練をしています。利用者も参
加してビデオ学習でキッチンからの出火の
初期消火訓練をしています。地震に備えて
家具類の転倒防止対策をしています。近隣
に住む職員が多く、連絡網を作成し緊急時
に備えています。BCP(業務継続計画)作成
し、研修を行っています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

入職時やその後も人格の尊重、接遇を研修
などで学んでいます。利用者とコミュニ
ケーションを多く取り、どういう言葉掛け
をしたら安心したか、失敗したかの具体例
を職員間で共有しています。誇りや意向を
尊重することで、安心して、穏やかに過ご
すことが出来ています。

日常生活のあらゆる場面での選択肢を増や
してご本人の自己決定を促しています。

居室やフロアだけでなくお散歩や違うフロ
アの方、隣接する宿へお友達に会いにご本
人の希望に沿っての支援をしている。

２か月に一回訪問理美容を利用していま
す。日用品必要な時はお買い物にも行きま
す。

献立と食材は業者委託ですが、見た目良く
食事が楽しめるように職員が工夫していま
す。庭で収穫したピーマン、しそ等も彩り
を添えています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

一人ひとりに合わせた形態を医療関係者や
ご家族、本人と連携して提供しています。

週一回の歯科の指導のもと一人ひとりに合
わせて口腔ケアをしています。

定時誘導の他、仕草などを見逃さないよう
にし、言葉かけを工夫して誘導していま
す。失敗時は自尊心に配慮し、周囲に気づ
かれないようにしています。トイレ迄の歩
行や下着の着脱など残存能力を見極めて必
要な介助を行っています。

一人ひとりの状態に合った運動をしていま
す。

希望を取り入れて週に2回以上入浴をして
います。機械浴が必要な利用者数名は職員
の負担を考え併設の小規模多機能の風呂を
利用して安全に入浴をしています。浴槽の
湯は利用者ごとに取り替え、
それぞれ好みの入浴剤で全員が一番風呂を
楽しんでいます。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

ご本人の状況に合わせて入床を促していま
す。夜間のふみんにたいしては医師と相談
して対応しています。

医療機関と密に連携をとり情報共有、交換
に努めています。薬の変更などの際には医
師よりご家族に連絡しています。

お当番表、曜日でお掃除など役割を決めて
います。利用者から食べたいものを募り特
別メニューも楽しみの一つとなっていま
す。

利用者の意向を受けて外出支援に積極的に
取り組んでいます。日常的に施設周辺の散
歩に行き季節のにおいを感じたり日光浴し
ています。生活用品の買い物に出かける利
用者も数名います。

ご本人が何が欲しいのか選ぶ基準や一連の
行動を確認、見守りしながら支援していま
す。訪問パン屋も支援のひとつです。

株式会社フィールズ



ヒューマンライフケア菅仙谷GH　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご本人の希望により対応しています。月一
回お便りと一緒に一言書いておくったりも
しています。

殆どの利用者は掃除が行き届いた明るいリ
ビングで日中を過ごしています。職員は1
日5分位利用者と1対1で会話を楽しんでい
ます。職員と利用者の共同作品である立体
的な壁飾りを制作し、季節を
感じてもらっています。2階に上がる階段
の壁面には今までの作品が飾られ家族や来
訪者から好評を得ています。

テーブル、ソファーの配置に工夫していま
す。

使い慣れた物や思い出の写真などを持ち込
み、家族と相談しながら在宅で暮らしてい
た時に近い配置にし、環境の変化によるダ
メージを軽減するようにしています。職員
が掃除やリネン交換をしていますが、でき
る利用者は一緒に手伝っていす。

各居室のお名前を見やすくしたりトイレ表
示も分かりやすく生活動線の確保行い、自
立した生活が送れるように工夫していま
す。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 16

年二回行っている避難訓練に招待す
る。

避難訓練への地域への参加もしながら
地域と共に備える体制を継続していく

地域への働きかけを絶やさず地域と共
に備える体制を継続していく

6ヶ月

2 3

地域の方々にも参加してもらい取組み
など知って頂く

地域と共に支えあっていける環境 地域への働きかけを絶やさず地域と共
に備える体制を継続していく

3ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2025年度
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